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令和２年度（令和２年 4 月 1 日～令和３年 3 月 31 日）は次の通り事業を実施した 

 

 

Ⅰ．定款第一章（事業）第 4 条（１）道場における指導 

 

（１） 本部道場への入会者数（令和２年 4 月 1 日～令和３年 3 月 31 日） 

入会者区分 入会者数 

一般 18 名 

大学生・高校生・中学生 2 名 

少年・親子 5 名 

第 56 期警視庁委託専修生 8 名 

第 30 期国際専修生 2 名 

合  計 35 名 

 

 

 

（２） 本部道場・派遣加盟団体の会員数状況 (令和 3 年 3 月 31 日現在) 

会員区分 会員数 

本部道場 一般 138 名 

本部道場 大学生・高校生・中学生 12 名 

本部道場 少年・親 13 名 

第 56 期警視庁委託専修生 8 名 

第 30 期国際専修生 2 名 

川村学園中学校 74 名 

よみうりカルチャー荻窪・錦糸町 11 名 

池袋コミュニティカレッジ 16 名 

合  計 274 名 

 

 

＜合気道指導者養成過程の実施＞ 

 第 56 期警視庁委託専修生（8 名）令和 3 年 2 月 28 日 全課程修了 

 第 30 期国際専修生（2 名）令和 2 年 4 月 7 日発令の「緊急事態宣言」のため 

養成過程を中止とした 
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Ⅱ．定款第一章 第 4 条（2）定期的に指導者を派遣している加盟団体 

 警視庁 

 学校法人川村学園中学校 

よみうりカルチャー荻窪 

 よみうりカルチャー錦糸町 

 池袋コミュニティカレッジ 

 

 

Ⅲ．定款第一章 第 4 条（3）施設の開放 

 「指導者資格講習会」  

＜実 施 日＞ 令和 2 年 11 月 7 日 11 月 28 日  

＜指 導 者＞ 乗木雅彦道場長 清水裕久師範代   

＜参加人数＞ 11 名 

 

 「昇級・昇段講習会」 

＜実 施 日＞ 令和 2 年 11 月 15 日 

＜指 導 者＞ 内川直哉師範代  

＜参加人数＞ 15 名 

 

 「有段者講習会」 

＜実 施 日＞ 令和 2 年 12 月 13 日 

＜指 導 者＞ 内川直哉師範代 

＜参加人数＞ 13 名 

 

 

Ⅳ．定款第一章 第 4 条（4）技術の公開と講演 

 西武ライオンズ 山川穂高内野手来館 野球との共通点や体の使い方などを指導 

＜実 施 日＞ 令和 2 年 12 月 18 日 

＜実施場所＞ 合気道養神館本部道場 

＜指 導 者＞ 乗木雅彦道場長 清水裕久師範代 鴫原さおり指導員  

 

 令和 2 年 12 月 20 日 日刊スポーツその他報道機関にて公開 

＜掲載内容＞ 

12 月 18 日来館の西武ライオンズ山川穂高内野手の合気道稽古の内容が公開された 
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Ⅴ．定款第一章 第 4 条（5）会報誌の発刊等 

 ホームページ上にて活動模様を掲載 

 本部会員向会報誌「養神館新聞」「少年部たより」を毎月発行 

 公式フェイスブック、ツイッター、YouTube にて情報と動画を公開 

 

 

Ⅵ．定款第一章 第 4 条（6）海外への普及・発展に伴う活動 

 オンラインによる稽古 

＜対象道場＞ 養神館合気道ミュンヘン（ドイツ） 

＜実 施 日＞ 令和 3 年 2 月 27 日 3 月 6 日 3 月 13 日 

＜実施場所＞ 合気道養神館本部道場 

＜指 導 者＞ 乗木雅彦道場長 清水裕久師範代 鴫原さおり指導員  

 ＜参加人数合計＞ 180 名 

 

 新型コロナウィルス感染症拡大の影響により指導依頼が中止となった道場（国名） 

養神館カナダ（カナダ） 

誠館（カナダ） 

センドウカン（カナダ） 

ヨウメイカン（ドイツ） 

晴明館（ポーランド） 

 

 

Ⅶ．定款第一章 第 4 条（7）合気道普及・発展の為に必要と認めた事業 

 

 新型コロナウィルス感染症拡大の影響により中止となった事業 

本部道場夏合宿 

暑中稽古・寒中稽古 

第 65 回全日本養神館合気道総合演武大会 

富山大学養神館合気道部セミナー 

養神館合気道板橋同好会 講習会 

 

 

以上 


